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１．序論

インドネシアのバリ島は，神々と芸能の島として知ら
れている。バリ島の人々にとって，ガムラン音楽は生活
の一部であり，日常の音風景には欠かせないものであ
る。ゆえに，その音響的構造や変遷を知ることは，バリ
島の人々の音に対する好みやその変化を知ることでもあ
る。

本研究は，18 世紀から 21 世紀までにおけるインドネ
シア・バリ島のガムランの変遷について，それら楽器の

音響解析とバリにおけるガムラン演奏者あるいは所有
者，楽器製作者および調律師へのインタビューを通して
明らかにすることを最終目的としている。

既報１）では，20 世紀後半においてバリ島で製作され
た多くのガムラン・ゴング・クビャールに影響を与えた
教育機関が所有しているガムラン・ゴング・クビャール
を中心に基本周波数における音高を分析し，その結果，
いずれも５音階の一番下音名１（ding）が C# あるいは
Ｄで調律されていることを確認した。

本報では，ガムラン・ゴング・クビャールと同じペ
ロッグ（pelog）音階を持ち，それよりも古いガムラン
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であるガムラン・プレゴンガンについて解析を行ったの
で報告する。

２．ガムラン・プレゴンガン

ガムラン・プレゴンガンの音階はガムラン・ゴング・
クビャールと同じ５音のペロッグ音階で，鍵盤楽器のプ
マデ（Pemade）とカンティラン（Kantilan）の鍵盤数
はガムラン・ゴング・クビャール（10 枚）と異なり，
すべて５枚である。既報１）で述べたように，20 世紀初
頭にできた新しいガムラン・ゴング・クビャールの人気
は大きく，1950 年代までに，かなりの数のガムラン・
プレゴンガンが，ガムラン・ゴング・クビャールを作る
ために改良され，また，その青銅部分を溶して新たなガ
ムラン・ゴング・クビャールに作り変えられた。そのた
め，古くから現存するガムラン・プレゴンガンはとても
少ない（1980 年代にリバイバルブームがあり，新しく
作られたものもあるが，演奏される曲は，ガムラン・ゴ
ング・クビャールで演奏可能であるため，それほど多く
はない。）。

ガムラン・プレゴンガンは，基本的にレゴンダンスや
バロンダンスの伴奏として使われる形態のガムランであ
り，バロンダンスの伴奏のみで使われる場合は，ガムラ
ン・ブバロンガンと呼ばれる。また，ガムラン・プレゴ
ンガンに旋律を演奏するためのトロンポンが付き，器楽
曲だけを演奏する形態のものを，ガムラン・スマルプグ
リンガンといい，ガムラン・プレゴンガンより古いもの
で，多くは 19 世紀から 20 世紀初頭にかけて，王宮から
村落へ譲渡されたものが多い。ガムラン・スマルプグリ
ンガンには，同じペロッグ音階ではあるが，５音のもの
と７音のものがある。20 世紀初頭に造られた古い７音
のそれらは，現在２セットしか存在せず，多くは５音の
もので，トロンポンを除けば，基本的に楽器の構成はガ
ムラン・プレゴンガンと同じである。

本報では，ガムラン・プレゴンガン，ガムラン・ブバ
ロンガン，そして５音のガムラン・スマルプグリンガン
でレゴンダンスの伴奏が行われているものいずれも，ガ
ムラン・プレゴンガンとして扱う。

３．分析に用いる楽器

ガムラン・プレゴンガンの青銅打楽器は，Fig.１に示
すような鍵盤楽器類と銅鑼類のふたつに分けられる。

今回の解析対象は，４オクターブの音域を持つ鍵盤楽
器を対象とする。ガムラン・プレゴンガンは，ペロッグ
音階という１オクターブが５つの音で構成されている。
鍵盤楽器には，両手で撥を持って旋律を演奏する鍵盤が
13 から 15 枚（古いものは村によって鍵盤の枚数は異な

るが，最近作られたものはだいたい 14 枚）のグンデル・
ランバット（Gender  Rambat）がある。フルセットそ
ろっているガムラン・プレゴンガンには，グンデル・ラ
ンバット２台のほかに，１オクターブ高いグンデル・ラ
ンバット・バランガン（Barangan）が２台ある。

グンデル・ランバット以外は，いずれもオクターブの
５鍵盤である。いちばん低いオクターブのジェゴガン

（Jegogan：Fig.２），２番目に低いオクターブのジュブ
ラーグ（Jublag：Fig.２），３番目に低いオクターブの
プマデ（Fig.３），そして一番高いオクターブのカンティ
ラン（Fig.３）の４種類である。ガムラン・プレゴンガ
ン１セットでは，基本的にジェゴガンとジュブラーグが

Fig.１　Gamelan Pelegongan for ISI

Fig.２　Jegogan and Jublag

Fig.３　Gender Rambat, Pemade and Kantilan
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２台ずつあり，それぞれ対の５枚の鍵盤がお互いの高さ
を少しずらして調律されているため，うなりが生じる。
プマデおよびカンティランは，それぞれ４台ずつある。
いずれも２台が一組を成しており，やはり，それぞれ対
の５枚の鍵盤をお互いに音の高さを少しずらして調律さ
れているため，うなりが生じる。また，フルセットそ
ろっているガムラン・プレゴンガンのプマデおよびカン
ティランには，鍵盤の断面が蒲鉾形のもの（一般的な鍵
盤の断面は台形）が別にあり，ジョンコッ（Jongkok）
と呼ばれている（Fig.４）。やはり，それぞれ４台ずつ
ある。しかしながら，現存する古いガムラン・プレゴン
ガンには，だいたい台形の鍵盤と蒲鉾形の鍵盤を持つ楽
器が混ざって，プマデ４台とカンティラン４台がそろっ
ているものが多い。

鍵 盤 を 製 作 す る と き は， ま ず， ピ ッ チ の 高 い 方
（Pengisep：プンギサップ）を製作してから，これを基
準にして，うなりを聴き，調整しながらピッチの低い方

（Pengumbang：プングンバン）を製作する。そこで，
製作時に基準となるプンギサップの鍵盤を用いて分析
し，各セットの音高を比較検討する。

バリ島で用いられているガムランのぺロッグ音階名を
Fig.５に示す。中央に表記しているものはバリで伝統的
に使用されている文字譜であり，読み方を英文字で上部
に示してある。一番下の数字は，音楽大学などで使われ
る数字譜であり，ガムラン・プレゴンガンのペロッグ音
階は，７音から１，２，３，５および６番目の音をとっ
て５音になっている。本報では Fig.５の数字譜を用い
る。

４．測定対象ガムラン・プレゴンガン

測定対象のガムラン・プレゴンガンは８セットあり，
いずれもバリ島南部に存在する。これは，レゴンダンス

やバロンダンスがバリ島南部の発祥であることが理由と
思われる。以下にそれらの詳細を述べる。
4.1　Set A

Set A のガムラン・プレゴンガンは，バリ島の国立芸
術大学（ISI：Institute Seni  Indonesia Denpasar）が所
有するもので，1990 年頃に製造され，大学の博物館に
展示されている（Fig.１）。演奏家であり，ガムラン製
作者でもあったブラタ（I Wayan Beratha）氏が製作し
て調律を行っている。グンデル・ランバットの鍵盤は
14 枚である（Fig.３）。測定は 2013 年に行った。
4.2　Set B

Set  B のガムラン・プレゴンガンは，ギャニャール県
ブラ・キウ（Blah  Kiuh）集落が所有しているものであ
る。この楽器はバロンダンスの伴奏として使われるブバ
ロンガンである。製作年代は定かではないが，地元の演
奏者によれば，1950 年以前から存在していたと考えら
れる。グンデル・ランバットの鍵盤は 13 枚である。測
定は 2014 年に行った。
4.3　Set C

Set  C のガムラン・プレゴンガンは，タバナン県クラ
ンビタン（Kerambitan）郡チャリッ・ティスタ（Carik 
Tista）集落が所有するものである。製作年代は定かで
はないが，グンデル・ランバットの台に「1937」と彫っ
てあるので，1937 年には存在していた可能性はある。
このガムランは，地元ではアンディール（Andir）と呼
ばれている。なおグンデル・ランバットの鍵盤は 15 枚
である（Fig.６）。測定は 2014 年に行った。
4.4　Set D

Set  D のガムラン・プレゴンガンは，タバナン県トゥ
ンジュク・クロッド（Tunjuk  Kelod）集落が所有する
ものである。この楽器を演奏するグループ，クスマ・サ
リ（Kusma Sari）のリーダー，スマンディ（I Nyoman 
Sumandhi）氏によれば，少なくとも 1925 年頃には存在
していたようである。このガムランで踊られるレゴンダ
ンスは，タバナン県で古くから伝わる竹のガムランで踊

Fig.４　Jongkok

Scale       ding  dong  deng  dung  dang

Balinese Character     

Numeral    1      2      3      5     6

Fig.５　Pitch name for Gamelan

Fig.６　Gender Rambat for Carik Tista
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られる女性舞踊と同じ名称ㇾコ（Leko）と呼ばれてお
り，この楽器もゴング・レコと呼ばれている。なお，グ
ンデル・ランバットの鍵盤は 15 枚である（Fig.７）。
2008 年に測定した。
4.5　Set E

Set  E のガムラン・プレゴンガンは，ギャニャール県
クテウェル（Ketewel）集落が所有するもので，現在，
ジャガン・アグン（Jogan Agung）寺院に保管されてい
る。この楽器を用いて，寺院のオダラン（創立記念日）
で奉納される舞踊サンヒャン・レゴンは，レゴンと呼ば
れる最初の舞踊と言われている２）。

寺院の僧侶によれば，おそらく 19 世紀に製作された。
ある時期（おそらく 18 世紀末から 19 世紀初頭）から最
初にグンデル・ランバットが２台あり，それから少しず
つ楽器が増えていったようである。なお，このクテウェ
ルのガムランのセットにはトロンポンもあり，現在は５
音のガムラン・スマルプグリンガンに分類されている
が，上述のように，最初にグンデル・ランバットが２台
あり，サンヒャン・レゴンの伴奏ではトロンポンは演奏
されないことから，トロンポンは後世になって器楽曲も
演奏できるように製作されたものと考えられる。グンデ
ル・ランバットの鍵盤は 13 枚である（Fig.８）。測定は
2014 年に行った。
4.6　Set F

Set  F のガムラン・プレゴンガンは，ギャニャール県
プ リ ア タ ン 村 の ト ゥ ガ ス・ カ ン ギ ナ ン（Teges 
Kanginan）集落が所有しているものである。これらは，

もともとプリアタン王宮が所有していたもので，トロン
ポン（Fig.９）もあり，19 世紀末には存在していた５
音のガムラン・スマルプグリンガンである３）。グンデ
ル・ランバットの鍵盤は 14 枚である。現在はあまり踊
られていないようだが，トゥガス・カンギナン集落のレ
ゴンダンス（レゴン・ラッサム）は 20 世紀末，とても
有名であった。測定は 2014 年に行った。
4.7　Set G

Set  G のガムラン・プレゴンガンは，タバナン県ボン
ガン・ジャワ（Bongan Jawa）集落が所有するものであ
る。地元の人へのインタビューによれば，このガムラン
は，タバナンの王宮から譲り受けたもので，トロンポン
があり（Fig.10），グンデル・ランバットがない。製作
年代は定かではないが，寺院の僧侶によれば，1950 年
以前から存在していたと考えられる。集落に関わる寺院
ではこのガムランを使って，必ず，レゴンダンスを踊る
ようである。測定は 2014 年に行った。
4.8　Set H

Set  H のガムラン・プレゴンガンは，デンパサール特
別地区サヌール（Sanur）村のタマン（Taman）集落が
所有しているものである。

この楽器を演奏するタマン・サリのメンバーであるム
ルタ（I Wayan Merta）氏によれば，1970 年にドラマ・
ゴングの演奏を行いたいために，もともと古くからあっ
たガムラン・プレゴンガンを，グンデル・ランバット２
台だけ残して，鍵盤の青銅を溶かし，ガムラン・ゴン
グ・クビャールに作り替えたようである。グンデル・ラ
ンバットは，当時，高額で手に入れたものなので，お年
寄りらの「これだけは溶かさずに取っておくように！」
という忠告に従ったらしい。その後，1980 年代にブバ
ロンガンの再ブームがきたので，このグンデル・ラン
バットに合わせて，再び製作したようである。

なお，コリン・マクフィー著の『ミュージック・イン・

Fig.７　Gong Leko

Fig.８　Gender Rambat for Ketewel

Fig.９　Trompong for Teges Kanginan

Fig.10　Trompong for Bongan Jawa
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バリ』にも，1930 年代に測定された，このガムラン・
プレゴンガンのジュブラーグの解析データが記載されて
いる４）。

現在，この楽器は，タマン集落にあるプラ・ダラム
（Pura Dalam）寺院のオダランで，バロンダンスを奉納
するために演奏されている。グンデル・ランバットの鍵
盤は 13 枚である（Fig.11）。測定は，2011 年に行った。

５．測定方法および分析

録音機には，DAT あるいは Wave Recorder（サンプ
リング周波数 44.1 あるいは 48kHz，録音モード 16 ビッ
ト）を用いた。基本的に周波数を測定するだけなので，
暗騒音に気をつけながら周りが静かなとき，それぞれの
楽器の鍵盤を一つずつ叩き，オーバーロードしないよう
にレベル調節を行い録音した。録音したデジタルデータ
を Wave ファイル形式でコンピュータのハードディス
クに保存し，それらをＢ & Ｋ製の FFT ソフトを用いて
周波数分析を行い，各鍵盤の基本周波数における周波数
を求めた。なお，周波数の分解能は任意に設定できるが，
今回は 0.5Hz で行っている。

さらに，Ａ４の音を 440Hz として，各鍵盤の周波数
ｆ（Hz）をセント数値に変換し，各音高を西洋音楽の
十二平均律で表示する。例として，ISI が所有するガム
ラン・プレゴンガンの音高を Table １に示す。

音の高さは４オクターブあり，５音階のため，１オク
ターブ目の最後の音名は１-６と表記する。音高は上記
で説明したように，十二平均律の音名で表示しており，
±の表示はセント差である。例えば，音名１-１の音高
は C#（ド＃）だが 48 セント高い。最終的に４オクター
ブ分の各５音階の音高を平均して，それぞれを比較検討
する。なお，周波数の分解能を 0.5Hz で行うことによる
最終的な解析結果の誤差範囲は ±２セント以内であり，
大きな影響はない。

６．測定結果および考察

ガムラン・プレゴンガン Set A からＨの音高を Table 
２に示す。また，参考として，1969 年にブラタ氏によっ
て製作された ISI が所有するガムラン・ゴング・ク
ビャールのデータを Set I に示す。

いずれもブラタ氏が製作した ISI が所有するガムラ
ン・プレゴンガン Set A とガムラン・ゴング・クビャー
ル Set  I とを比較すると，前者の音高は下から C#，
D#，E，G#，A# と並んでおり，音名５が後者に比し
て 40 セント高いが，両者の５音の音高には大きな差は
なく，ほぼ等しい。このことから，1990 年頃にガムラン・
プレゴンガンを製作したときに，同じペロッグ音階の
1969 年に作られたガムラン・ゴング・クビャールを参
考に製作した可能性が考えられ，また，1990 年頃に造
られたガムラン・ゴング・クビャールは音名５を ISI の
それより高く調律する傾向がある１）ので，同様にガムラ
ン・プレゴンガンである Set A の音名５も Set I より 40
セント高く調律した可能性がある。

また，トロンポンがある，本来はガムラン・スマルプ

Fig.11　Gender Rambat for Taman

Table １ Pitch of Gamelan Pelegongan for ISI

Pitch Name Frequency（Hz） Pitch（cent）

1-1 142.5 C#3 ＋ 48

1-2 154.0 D#3 − 17

1-3 170.0 F3  − 46

1-5 212.0 G#3 ＋ 36

1-6 227.5 A#3 − 42

2-1 285.5 D4  − 49

2-2 304.0 D#4 − 40

2-3 329.0 E4  − 3

2-5 425.0 G#4 ＋ 40

2-6 458.5 A#4 − 29

3-1 565.0 C#5 ＋ 33

3-2 605.0 D#5 − 49

3-3 655.5 E5  − 10

3-5 822.0 G#5 − 18

3-6 882.0 A5  ＋ 4

4-1 1144.5 D6  − 45

4-2 1212.5 D#6 − 45

4-3 1335.0 E6  ＋ 22

4-5 1681.5 G#6 ＋ 21

4-6 1833.0 A#6 − 30
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グリンガンに分類される Set  E，F およびＧは，５鍵盤
で一番音が低い音名１が，いずれも D# である。それ以
外のトロンポンがないガムラン・プレゴンガンは，Set 
H を除けば，音名１は C# あるいはＤである。

Set  H のサヌール村タマン集落のガムラン・プレゴン
ガンは，音名１がＦであり，他の７セットに比して非常
に音が高い。タマン・サリのメンバーであるムルタ氏に
よれば，サヌール村には古いガムラン・ブバロンガンが
もう２ Set あり，いずれも音の高さはタマン・サリが所
有するガムラン・ゴング・クビャールとほぼ同じ高さで，
音名１が C# とのことであった。このことからも，Set 
H のガムラン・プレゴンガンは例外的に音が高いことが
わかる。

７．結論

今回，ガムラン・ゴング・クビャールと同じペロッグ
音階を持ち，それよりも古いガムランであるガムラン・
プレゴンガン８セットの音高について考察した。

その結果，５音階の一番下音名１が，一部を除き，
C# から D# の間で，調律されていることが確認された。
また，今回のガムラン・プレゴンガン８セットの５音階
の音高をみると，音名１の高さがほぼ同じでも，音名３
から６が半音以上異なるものがある。このことから，音
高だけでなく，音程についても検討する必要がある。今
後，さらに同じペロッグ音階を持ち，ガムラン・プレゴ
ンガンよりも古いと言われているガムラン・スマルプリ
ンガンについても解析を行い，地域や時代によるガムラ
ンの音高および音程の変遷について調査していきたい。
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Table ２ The Pitches for the eight sets of Gamelan Pelegongan and Gamelan Gong Kebyar for ISI
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A ISI C# ＋ 47 D# − 38 E  ＋ 16 G# ＋ 20 A# − 49
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C Carik Tista C# ＋ 45 D# − 31 F  − 40 G# ＋ 11 A  ＋ 31
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